


男の名は、 J・エドガー・フーバー [FBI 初代長官]
l その子に保っていたのはアメリカtI'の秘術 ||
あなたは知っていただろうか。 20 世紀の半分を占める

約 50 年ものあいだ、アメリカで大統領さえ及ばない強

大な権力を手にしていた男がいたことを。そのたった一

人の人間が、アメリカ中のあらゆる秘密を掌揮し、国さ

えも動かしていたという事実を。 50 年間に入れ替わっ

た大統領は 8 人にのぼり、その誰もが彼を恐れたのだ。

男の名は、ジョン・エドガー・フーパー。 FBI 初代長官。 20

代にして FBI 前身組織の長となり、以後、文字どおり、死

ぬまで長官であり続けた男だ。

今日では当たり前とされる科学捜査の基礎を確立し、

犯罪者の指紋管理システムを作ったのも彼なら、 FBI を
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子どもたちの憧れの的にまで押し上げたのも彼だった。

明らかな英雄でありながら、しかし、彼にはつねに黒い

疑惑や、スキャンダラスな噂がつきまとう。

国家を守るという絶対的な信念は、そのためになら法

さえ曲げてかまわないというほど強く、狂信的なものと

なり、それゆえ彼は正義にもなり、悪にもなった。国を守

るという大義名分のもと、大統領をはじめとする要人

たちの秘替を調べ上げ、その極秘ファイルをもとに彼

が行なった“正義"とはいったい何だったのか?映菌

やコミックにも、 FBI の素晴らしさを喧伝させる裏側

で、彼は何を商策していたのかつ


